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【授業の主題】 

保健活動の目的は、住民の健康の保持・増進の支援である。公衆衛生看護管理は、この目的を達成するた

めに保健師が行う管理機能の総称である。本授業では、公衆衛生看護管理が、保健活動の目的達成、ひいて

は健康水準の向上につながっていることを学修する。また、新任期を始めすべての保健師に管理能力が必要

であることや、保健活動を行う上での保健師の職業倫理等についても学ぶ。 

【到達目標】 

１）健康水準を高める公衆衛生看護管理の目的と機能が説明できる。 

２）公衆衛生看護管理機能（地区管理、事例管理、事業・業務管理、組織運営管理、人事管理、人材育成、

予算編成、予算管理、情報管理、健康危機管理）がそれぞれ説明できる。 

３）地域マネジメントと組織マネジメント及びそれらを支える管理機能について説明できる。 

４）キャリアラダーからみた公衆衛生看護管理機能が説明できる。 

５）管理的ポストが担う公衆衛生看護管理機能について説明できる。 

６）保健師の職業倫理について説明できる。 

【授業計画・内容】 

第１回 公衆衛生看護管理の特徴；公衆衛生看護管理の定義・目的・機能 

第２回 公衆衛生看護管理の特徴；公衆衛生看護管理活動の基本、保健師の職業倫理 

第３回 公衆衛生看護管理の実際①；地域マネジメント機能 

第４回 公衆衛生看護管理の実際②；組織マネジメント機能 

第５回 公衆衛生看護管理の実際③；２つのマネジメント機能を支える管理機能 

第６回 公衆衛生看護管理の実際④；管理機能からみた健康危機と国際看護 

第７回 公衆衛生看護管理の実際⑤；管理的ポストが担う管理機能と安全管理 

第８回 公衆衛生看護管理の実際⑥；まとめ 

【授業実施方法】 

  基本的には講義形式で行う。 

【授業準備】 

  教科書を読んで講義に臨み、講義後は学習内容を復習する。予習では教科書に出てくる用語の意味を調

べておく。 

【主な関連する科目】 

「公衆衛生看護学実習Ⅰ・Ⅱ」「公衆衛生看護活動展開論」「公衆衛生看護学」 

【教科書等】 

  公衆衛生看護学.JP 第 5 版．インターメディカル 

【参考文献】 

  新版 保健師業務要覧 第 4版 2023 年版．日本看護協会出版会 

  標準保健師講座① 公衆衛生看護学概論．医学書院 

  公衆衛生看護学テキスト① 公衆衛生看護学原論 第 2版．医歯薬出版 

  保健学講座 2 公衆衛生看護支援技術 第 1版．メジカルフレンド社 

【成績評価方法】  

  筆記試験 80％、課題提出 10％、授業態度等 10％ 

【実務経験及び実務を活かした授業内容】 

  実務経験で得られた公衆衛生看護管理機能を基盤とし、実例を織り交ぜグループワークを取り入れなが

ら、学生自らが考え習得できるために講義内容を工夫したい。 

【学生へのメッセージ】 

保健師一人ひとりが公衆衛生看護管理機能を十分に発揮できるよう、講義では具体的な事例等も用いて

グループワークを織り交ぜながら行う。授業では、保健活動の中でも「管理機能」に焦点をあて具体的に

イメージしながら受講することを心がけて欲しい。 

授業科目名・形態 公衆衛生看護管理論   講義 必修・選択の別 選択 単位数 １ 

担当者氏名 下園 美保子 実務経験の有無 有 開講期 ４年前期 


